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　先月号では、７月１日付けで行われた組織再編における新しい組織のしくみと業務内容
についてお知らせしました。そこで、今月号では新しくなった各部署の場所と、そこに配
属された人員についてお知らせします。 

●広報うんぜん
平成18年８月2



農林水産課 
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労政課 観光課 
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調
理
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和
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図
書
室 

出
入
口 

農
業
委
員
会 

監理課 
（基盤政策班） 

公　用　車　駐　車　場 

道路河川課 用地課 農漁村整備課 監理課 
（管理班） 

建築課 

本庁別館１階 

本庁別館２階 

ふるさと会館１階 

ふるさと会館２階 
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総　務　部 
 
 
 

秘書広報課 
 
 
 
 
 
 
 

人　事　課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財　政　課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管　財　課 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報統計課 

市民生活部 
 

市　民　課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

税　務　課
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保険年金課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康づくり課 

部長  
（県から派遣） 
（県から派遣） 

 
理事 
理事 

塩田　貞祐 
北嶋　弘記 
林　　賢一 部長 井上　由文 

課長 
市民生活班 
 
 
 
 
市民安全班 
 
 
 
戸籍班 

 
参事 
課長補佐 
課長補佐 
主事 
主事 
参事補兼係長 
係長 
主査 
主事 
参事 
係長 
主査 
主事 

山井　繁徳 
田浦　　仁 
村山　岩穂 
宮E　隆宗 
川井　一幸 
吉田　まゆ 
冨永　修一 
尾上　美徳 
林田　幸一 
川原　功一 
林田　鈴子 
高原　義信 
草野　三省 
篠田　純市 

参事監兼課長 
管理班 
 
市民国保税班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
固定資産税班 
 
 
 
 
 
 
滞納整理班 

 
参事補兼係長 
主事 
参事 
課長補佐 
課長補佐 
係長 
係長 
主査 
主事 
主事 
主事 
主事補 
課長補佐 
参事補兼係長 
係長 
係長 
主査 
主事 
主事 
課長補佐 
係長 

本田　正好 
柴崎　瑞恵 
山下　梨沙 
山下　義則 
松永　　弘 
島田　克子 
松田　　究 
永田　正浩 
田中愛津生 
大石　美里 
徳永　幸生 
寺田　博文 
八ツ尾香奈子 
中尾　吉広 
長谷川　進 
木本　昌平 
奥野　　隆 
荒木　芳展 
岩下　真也 
堀　かすみ 
原田　恒康 
鯨津　善仁 

課長 
国保年金班 
 
 
 
 
 
老人医療班 

 
参事 
課長補佐 
主事 
主事 
主事 
主事 
課長補佐 
主査 
主査 

中村美恵子 
大園　和典 
関　　隆夫 
川島　敬彰 
林田　貴光 
佐藤　都子 
原田　昭紀 
金澤　和則 
佐々木みどり 
村上　宏江 

課長 
健康づくり班 

 
課長補佐 
参事補兼係長 
参事補兼係長 
主査 
主査 
主事 
主事 
主事 
主事 

田中　勝則 
松島　良美 
吉川　久美 
山岸　えみ 
釣川真由美 
永田　知子 
松下　壱佐 
福島　一貴 
森　　亜紀 
松田恵利子 

力野　和久 
松下　　隆 
徳永加奈子 
井上　法子 
牛嶋　幸也 
田中　一也 
松永　奈緒 

本多　周太 
尾E　輝孝 
酒井　義幸 
吉田　哲也 
増田　孝宏 
稲本　建治 
関　　　剛 
佐々木美恵 
園田　明美 
伊藤　彰悟 
佐藤　　太 
椿山　一生 
柿川　智美 
勝矢　裕信 
冨永　英志 
山本　　修 
小笹　裕之 
松田　祐哉 
鳥辺　伸一 
臼井　　巧 
吉田　　学 
西田　公章 
原田　誠二 
寺田　勝也 

畑中　隆久 
広瀬　章文 
宮木　　明 
清水　友秀 
三宅　隆浩 
草野　秀博 
前田　祥平 
境川　公彦 
黒田　　大 

小川　龍二 
川野　浩三 
東　　裕実 
坂本　英知 
本村　礼介 
林田　義幸 
奥野　志朗 
岩永　政吉 

宅島　良則 
関　　雄介 
寺田　武弘 
坂本　　亮 
河内　邦仁 
小川　孝子 
城戸　祐司 

 
係長 
主事 
主事 
係長 
主査 
主事補 

 
係長 
係長 
係長 
係長 
係長 
課長補佐 
主事 
参事補兼係長 
参事補兼係長 
主事 
主事 
主事 
主事 
主事補 
課長補佐 
主事 
主事補 
主査 
参事 
主査 
主事 
主事 
主事 

 
課長補佐 
参事補兼係長 
係長 
係長 
主査 
主事 
主事 
主事補 

 
課長補佐 
参事補兼係長 
参事補兼係長 
参事補兼係長 
主査 
主事 
主任 

 
参事補兼係長 
主査 
主事 
主事 
係長 
主事 

課長 
秘書班 
 
 
広報班 

課長 
人事給与班 
 
 
 
 
行政班 
 
島原地域広域市町村圏組合派遣 
 
 
 
 
 
 
県央県南広域環境組合派遣 
 
 
県央地域広域市町村圏組合派遣 
雲仙・南島原保健組合派遣 
 
長崎県産業振興財団派遣 
長崎県環境部環境政策課派遣 
長崎県地域振興部市町振興課派遣 

課長 
財政班 

部次長兼課長 
契約管財班 
 

課長 
情報電算班 
 
 
 
統計班 

雲仙市役所　10957（38）3111

●広報うんぜん
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建設整備部 
 

監　理　課  
 
 
 
 
 
 
 
 

農漁村整備課  
 
 
 
 
 
 
 

道路河川課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建　築　課 
 
 
 
 

用　地　課 

議会事務局 
 
 
 
 
 

監査事務局 

農林水産環境部 
 

農林水産課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境政策課  
 
 
 
 
 

国見食肉センター 
 

小浜クリーンセンター 

部長 松田　敏夫 

参事監兼課長 
物産振興班 
 
 
農業班 
 
 
 
 
 
畜産班 
 
 
林務水産班 

 
係長 
係長 
主事 
課長補佐 
係長 
係長 
主事 
主事 
主事補 
参事 
係長 
係長 
課長補佐 
参事補兼係長 
主事 

酒井　忠信 
堀田　一樹 
芦塚　清隆 
柴田　英知 
秋山　勝也 
江口　秀司 
久保田幸男 
宮本　忠房 
石田　勝幸 
石丸　裕憲 
荒木　敏信 
吉田　　龍 
岩本　忠彦 
小島　秀勝 
稲本　克彦 
村里　英洋 

部長 酒井　利和 

企　画　課 
課長 
（県から派遣） 
企画政策班 
 
 
 
 
地域振興班 

 
参事 
参事 
係長 
係長 
主事 
主事 
課長補佐 
係長 
主事 

重野　　淳 
宮崎　浩善 
岸川　　孝 
谷川　裕行 
本多　正剛 
森　　知洋 
三宅　勝也 
宮本　三平 
長田　幸男 
村上　輝晃 

会　計　課 
参事監兼課長 
収入班 
 
 
支出班 

 
参事補兼係長 
主事 
主事 
参事補兼係長 
係長 
主事 

溝内　正人 
藤田　年文 
宗塚　康之 
酒井　珠美 
湊　　敦子 
山本　一彦 
藤田　義文 

市民福祉部 
福祉課（吾妻駐在） 

市民福祉班 参事補兼係長 
主事補 

佐々木よし子 
川原　博年 

参事監兼課長（兼国見食肉センター所長） 
環境班 

 
課長補佐 
課長補佐 
係長 
主事 

 
（県から派遣） 

廣田　義雄 
吉原　直樹 
馬場　浩介 
秋山　常芳 
東　　直樹 

主任 林田　和敏 

参事補兼係長 
参事補 
参事補 
主査 
主任 
主任 

宅島　　修 
酒井　康宏 
増冨　浩彦 
宅島　正士 
益田　康夫 
松浦　基寛 

菅　　良一 
藤田　義則 
植木　泰臣 
和田　香恵 
鯨津　一哉 
堀尾　久和 
田口　文武 
井上　　真 
中村　勝也 

松尾十七治 
宅島　大介 
菅　　康郎 
中田　博喜 
吉原　　亘 
井上　明寛 
平田　拓也 

池田　兼三 
野口　孔明 
山下　金光 
冨永　　隆 
古賀　正興 
石橋　勝也 
細田　　剛 
吉尾　将悟 
松山　修三 
永野　義勝 
白山　貴幸 

馬場　一英 
城戸　一郎 
江川　康子 
前田　達郎 

緒方　和人 
草野　三成 
野口　芳夫 
松本　勝盛 
草野美津子 
金子　康彦 
小川賢一郎 
町田　義博 

 
参事 
主事 
主事 
主事 
参事補兼係長 
係長 
主事 
主事 

 
参事補兼係長 
係長 
主査 
主事 
主事補 
主事補 

 
参事 
課長補佐 
主査 
主査 
主事 
主事 
主事 
参事補兼係長 
主事 
主事 

 
参事 
主査 
主事 

 
参事 
課長補佐 
参事補兼係長 
参事補兼係長 
主事 
主事補 
主事補 

課長 
基盤政策班 
 
 
 
管理班 

課長 
整備維持班 

課長 
道路班 
 
 
 
 
 
 
河川砂防班 

参事監兼課長 
建築指導班 

課長 
用地班 

境川　秀生 
吉川　俊弘 
本田　理恵 
久本　愛子 
松尾　泰浩 

 
参事 
主査 
参事補兼係長 
主事 

局長 
総務班 
 
議事調査班 

境川　秀生 
大山　真一 

 
参事 

局長（兼） 
監査指導班 



観光商工部

観　光　課

望　洋　荘

商工労政課

まちづくり課

部長 東　信一郎

荒木　　強
高原　　務
林田　真明
藤井　理香
山本　一也
渡辺ゆかり

井手上　清
徳永　豊二
本多貴美恵
田所　一光
光永　喜義
飛永　重行
大島　勝則
川野　明子
川上由美子
関　美佐子

林田　英明
吉原　和明
宮田　　勉
村木幸太郎
朝永　栄二
内田　利広

一山　和夫
上田　泰秀
永田圭史郎
清水　清文
松本　幸雄
田原　洋輝

係長
主査
主事
課長補佐
主事

主任
主任
主任
主任
主任
主任
主任
主任
主任
主任

参事補兼係長
課長補佐
主事
係長
主事

参事補兼係長
主事
課長補佐
課長補佐
主事

課長（兼国民宿舎望洋荘支配人）
観光企画班

誘客対策班

国民宿舎望洋荘

課長
商工振興班
雇用対策班

企業誘致班

課長
まちづくり班

都市計画班

教育委員会
吾妻分室

向嶋　直子
加藤　賢悟

係長
主査

教育振興班

農業委員会
松本　孝也
吉田　文博
木原　文雄
横田　俊介
岡田　政光
高橋　文子

参事
参事補兼係長
主事
参事補兼係長
主事

局長
総務・農政班

農地班

管　理　課　

市民生活課

産業建設課

千々石総合支所 10957（37）2001
支所長 中村　一徳

永木　徳敏
鎌田マサエ
林田　泰郎
田中　大智
永田　信也

山本　松一
宮本かすみ
山中眞寿美
久世　篤志
芦塚佐千子
城臺　真紀
松石　　亮

木戸　庁一
城井　　仁
草野由可志
町田　修一
北川　貴房
林田　正久

参事補兼係長
参事補兼係長
主事
主事

課長補佐
参事補兼係長
参事補兼係長
参事補兼係長
主査
主査

課長補佐
参事補兼係長
主事
係長
主事補

課長
総務税務班

課長
市民生活班

健康福祉班

課長
産業振興班

建設班

管 理 課

市民生活課

産業建設課

会 議 室 相談室

当直室

玄 関

男子
トイレ
女子
トイレ

千々石庁舎配置図

千々石庁舎１階
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総　務　課

学校教育課

千々石幼稚園

学校用務員

生涯学習課

スポーツ振興課

遊学の里くにみ

給食センター

教育委員会 10957（37）3113
教育次長 辻　　政実

和田　　実
桑田　博文
松田　康弘
本岡　美香
小松　　仁
松橋　秀明

山野　義一
本田　茂幸
芝田　明彦
下田　和章
近藤　真生
大石　康英
渡部　義孝

渡邊　博子

本多　利光
佐藤　基子
平　美惠子
宮崎　朗彦
関　　君子

課長補佐
主事
主事
参事補兼係長
係長

課長補佐
課長補佐
課長補佐
主事
課長補佐
参事補兼係長

参事補兼係長

主任
主任
主任
主任
主任

課長
総務班

企画調整班

課長
教育指導班

学事班

（県から派遣）

（県から派遣）

小浜中学校
雲仙中学校
多比良小学校
小浜小学校
北串小学校

岩永　判二
鈴木　晴代
宮E　博久
林田　慎也
吉田　奈央
柴E　孝光
江E　亮太
辻田　直人
徳永　真幸

参事補兼係長
主査
主事
主事
係長
主査
主査
主事

課長
生涯学習班

文化財班

野口　龍吾
佐藤　義隆
彌富　秀寛
松田　幸紀
相川　貴志
野田　雅昭
中村　一也
加藤　伸介

参事
課長補佐
参事補兼係長
主事
参事
課長補佐
主事

課長
スポーツ振興班

学校保健体育班

菊田　忠典課長補佐（兼遊学の里所長）

野田　雅昭
松尾　良次
金田　　勝

　
係長

給食センター所長（兼）

応 接 室

総 務 課

教 育 長 室 書 庫

小会議室

男子トイレ

女子トイレ

学校教育課

吹 抜

生涯学習課

スポーツ振興課

（
教
育
委
員
会
）

千々石庁舎２階
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上下水道局

書 庫

トイレ

ロ ッ カ ー

保 護 課

福 祉 課 産業建設課

会 議 室
相談室

サーバー室

福

祉

課

管

理

課

出
納
室

市
民
生
活
課

ト イ レ

当 直 室

玄 関

会 議 室

愛野庁舎配置図

愛野庁舎別館２階

会 議 室

愛野庁舎２階

愛野庁舎１階

新組織における人員配置
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福　祉　課

土黒保育所

保　護　課

市民福祉部 10957（36）2500
部長（兼福祉事務所長） 市田　俊博

福島　　悟
F田　文晃
中村　美加
金澤　武夫
三浦　邦宏
松山　安則
柴崎由美子
卜部　直樹
馬場　誠二
村里　靖彦
大津　善信
田中　　弘
斉藤　　誠
鵜殿　光輝
宮川チエ子
川原　隆宏
長井　純也
野口　祐一
森田　貴裕

参事
係長
主査
主事
参事補兼係長
主査
主事
主事
参事補兼係長
係長
係長
主査
主事
参事補兼係長
主査
主査
主事
主事

課長
市民福祉班

障害福祉班

児童家庭班

高齢者福祉班

管　理　課

　

市民生活課

産業建設課

愛野総合支所 10957（36）2111
支所長 山口　政彦

朝永　秀人
内田　好子
田口登喜子
田中　卓郎
中尾　幸治
松田　陽子
木村　新悟

吉田　秀信
永野　　弘
大石セツヨ
嶋田ツギ子

近藤　　弘
津田　英伯
松尾　裕樹
高嶺　法光
山口　定征
山口　将武

参事補兼係長
参事補兼係長
係長
係長
主事
主事

課長補佐
参事補兼係長
参事補兼係長

課長補佐
主事
課長補佐
主事
主事補

参事監兼課長
総務税務班

参事監兼課長
市民生活班

参事監兼課長
産業振興班

建設班

水　道　課

　

下水道課

上下水道局 10957（38）3111
局長 今崎　正敏

島田　英俊
田中　清敬
池田　信介
高木　謙次
黒田　敏郎
田中　将吾
出口　丈晴
岩岡　　純
冨永　康史
吉田　辰一
林田　隆俊
内田　正和
川崎　智雪
立山　隆之
坂田　　徹
木下　竜馬
中村　和則
田中　　睦
堀川　成喜
川上　　薫

課長補佐
課長補佐
係長
係長
主事
主事
主事
主事補
参事
主査
主査
主査
主事
主事
主事
主任
主任
主任
主任

部次長兼課長
管理班

給水班

庄E　信生
松本　洋一
関　　精一
田中　秀穂
荒木　　正
宮E　幸平
角田　　稔
本田　孝博
岩永　英二
峰添　恒彦
大石　真伸
川原　信二
本岡　勇樹

課長補佐
課長補佐
参事補兼係長
係長
主事
参事
参事補兼係長
係長
主事
主事
主事
主事

参事監兼課長
管理班

工務班

愛野分室（愛野町公民館）

教育委員会 10957（36）0616

松尾　一敏
田中　義雄

課長補佐
主事

教育振興班

横田　英子
吉岡　孝子
吉永　直美
竹田久美子
江副　真理
田原　朋子
井川　智子
前田　文子
宮嶋　美紀

参事補
参事補
参事補
参事補
参事補
主任
主任
係長

参事（兼土黒保育所所長）

井上　洋一
馬込　義弘
江副俊一郎
坂本　玲子
藤村加奈子
福田　祐二
芦塚　　晃
C石　光範

参事
課長補佐
参事補兼係長
主査
主事
主事
主事

参事監兼課長
保護班 （県から派遣）

（県から派遣）

（県から派遣）



●広報うんぜん
平成18年８月10

管　理　課

　

市民生活課

産業建設課

国見総合支所 10957（78）2111
支所長 中山　　敏

川鍋　嘉則
酒井　義徳
荒木　高志
堀田　宏喜
永田　憲司
松本　智穂
前田　雅廣

吉田　正昭
太田　信裕
広瀬　隆子
吉原　昌弘
森田　　絢
山口久美子
深堀　文江
田中　文女
稲本千亜紀
松尾　　淑

中川　茂成
吉崎　　誠
釣川　和義
吉田　　茂
岩　　博文
本田　和久
高木　芳弘
横田　博文
宮本　大輔

参事補兼係長
係長
主事
主事
主事
主事

課長補佐
主査
主事
主事
参事補兼係長
参事補
主事
主事
主事

課長補佐
係長
主査
主査
参事補兼係長
係長
主事
主事

課長
総務税務班

参事監兼課長
市民生活班

健康福祉班

課長
産業振興班

建設班

国見分室（農村環境改善センター）

教育委員会 10957（78）1100

松本　勝也
宮原　祐二

主事
主事

教育振興班

管　理　課

　

市民生活課

産業建設課

瑞穂総合支所 10957（77）2111
支所長 山口　照男

西尾　静志
横田　弘範
金子　京子
木村　俊康
川井　　綾
鈴木　　慶

北平　正美
中村　和子
林田　貴子
室田　裕久
前田　孝章
前田　美香
中峯　　崇

小田　雅男
久保田利之
松永　正月
平田　真梨
竹田　義則
前田　篤志

課長補佐
参事補兼係長
主査
主事
主事

参事補兼係長
主事
主事補
係長
主事
主事

係長
主査
主事
係長
主事

課長
総務税務班

参事監兼課長
市民生活班

健康福祉班

課長
産業振興班

建設班

瑞穂分室（瑞穂町公民館）

教育委員会 10957（77）2125

内田　啓輔
梶山　秀信

係長
主事

教育振興班

瑞穂総合支所配置図 国見総合支所配置図

管　理　課

会議室

出納室

市民生活課

産業建設課

玄
　
関

（
レ
セ
プ
ト
点
検
室
）

瑞穂総合支所１階 国見総合支所１階

管　理　課

会議室 出納室

市民生活課

産業建設課

カ
ウ
ン
タ
ー

玄
　
関

新組織における人員配置
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管　理　課

　

市民生活課

産業建設課

小浜総合支所 10957（74）2111
支所長 中村　二生

宮田　修一
田中　絹子
宮本　幸子
岩永都奈子
松尾　純伯
奥野　宏道
田中　　修
松島　貴昭

宅島　辰明
吉田　優生
石橋　　寛
杉　　直子
渡部　悦子
平田　　修
田中　幸則
井上　真紀
冨永　美紀

田中　省三
町田　　実
平田　君香
関　　貴夫
田中　祐子
荒木　雅美
田中　敬之
井手上　元
大場　利信
竹下　　浩

課長補佐
参事補兼係長
参事補兼係長
参事補兼係長
参事補
主事
主事

参事
課長補佐
参事補兼係長
参事補兼係長
参事
参事補兼係長
主査
主事

課長補佐
参事補兼係長
参事補兼係長
主査
主査
課長補佐
課長補佐
主査
主事

課長
総務税務班

課長
市民生活班

健康福祉班

課長
産業振興班

建設地籍班

小浜分室

教育委員会

進藤　和明
吉原　久司

参事
主事

教育振興班

管　理　課

　

市民生活課

産業建設課

南串山総合支所 10957（88）3111
支所長 富永　　篤

菅　　勇二
和田カツヨ
冨永　公明
三宅　正明
松竹　大輔

村上　謙郎
吉田　由美
福田　昭雄
酒井　伸也
茂　　和子
冨永美也子
井上　智子
円口　留美

木村　一徳
森下　一富
久米　重治
中島泰二郎
松竹　隆範
冨永　幸一

参事補兼係長
参事補兼係長
主事
主事

参事補兼係長
参事補兼係長
主事
参事補兼係長
参事補兼係長
主事
主事

参事
参事補兼係長
主査
主査
主査

参事監兼課長
総務税務班

参事監兼課長
市民生活班

健康福祉班

参事監兼課長
産業振興班

建設班

南串山分室

教育委員会 

金子　悦治
豊田　千穂

参事補兼係長
主査

教育振興班

宿直室

トイレ

玄 関

相談室

書　庫

産業建設課

管　理　課

市民生活課

放送室

教育委員会分室
トイレ

南串山総合支所配置図 小浜総合支所配置図

南串山総合支所１階 南串山総合支所２階

小浜総合支所１階

産業建設課

教育委員会分室

管理課

市民生活課

（管　理　課）
出　納

宿　直

休　養

ロビー

玄　関



第5回

移
動
市
長
室
愛  野

市
長
が
動
く
、

市
長
が
動
く
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

市
長
が
動
く
、

　
　
ま
ち
が
変
わ
る
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
変
え
る
。

現
地
視
察

現
地
視
察

 
第
５
回
目
と
な
る
「
移
動
市
長
室
」
を

第
５
回
目
と
な
る
「
移
動
市
長
室
」
を

６
月
６
月
2727
日
に
愛
野
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

日
に
愛
野
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
馬
鈴
薯
支
場
や
介
護
老
人
保
健

今
回
は
、
馬
鈴
薯
支
場
や
介
護
老
人
保
健

施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

現
地
視
察

 
第
５
回
目
と
な
る
「
移
動
市
長
室
」
を

６
月
27
日
に
愛
野
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
馬
鈴
薯
支
場
や
介
護
老
人
保
健

施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

フラワー21

　観光客との交流や消費拡大に向けての
活動の説明を受けました。

介護老人保健施設　ガイアの里

　“心のこもった温かな介護”を基本に、新
たな生きがいを見いだせるよう、支援して
います。

学童保育　コスモスクラブ

　子どもたちが喜んで出席するような生活プログラムや家庭や学校で体験できない伝承遊びな
ども取り入れ、子どもたちの健全育成を図っています。

（株）落水正商店

　食の安心・安全の観点から、殺菌処理され
た卵を開発。現在、卵の直売所を計画中です。
「安心して食べ
られる卵を消費
者に届けることで、
都市・農村交流
につながれば」と、
落水社長。

●広報うんぜん
平成18年８月12



（
有
）
雲
仙
き
の
こ
本
舗
　

愛
野
セ
ン
タ
ー

　
き
の
こ
祭
り
を
開
催
し
、
体

験
型
農
業
と
観
光
を
結
び
付
け
、

「
交
流
人
口
を
増
や
し
た
い
」

と
楠
田
社
長
。

鬼塚浄水場

　安全安心な水を供

給するための、硝酸

態窒素除去装置の説

明を受けました。

長崎県総合農林試験場　愛野馬鈴薯支場

　病気に強いバレイショの研究やで
きるだけ農薬にたよらない、環境に
配慮した防除の検討などについての
説明を受けました。

●広報うんぜん
平成18年８月13

愛
野
中
学
校
P
T
A

親
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
見
守
る
こ
と
を
目
的
に
学
校
と
地
域

が
連
携
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
夏
休
み

期
間
中
は
学
校
プ
ー
ル
で
の
水
の
事
故
な
ど
が

多
発
す
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
が
学
校
プ
ー
ル
を

安
心
し
て
利
用
で
き
、
プ
ー
ル
監
視
に
も
役
立

つ
よ
う
に
救
急
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
校
は
、
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
推

奨
の
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
を
食
べ
る
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
学
力
向
上

推
進
研
究
の
文
部
省
指
定
校
に
も
選
ば
れ
た
こ

と
か
ら
、
学
校
栄
養
士
を
講
師
と
し
て
「
朝
ご

は
ん
と
学
力
向
上
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

愛
野
小
学
校
P
T
A

本
小
学
校
は
、
市
内
で

唯
一
児
童
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
３
年
間

で
30
人
近
く
増
え
て
お
り
、
現
時
点
で
3
7
7

人
で
す
。
校
長
先
生
の
お
話
で
は
「
２
年
後
に

は
、
3
8
0
人
を
越
え
、
普
通
教
室
が
足
り
な

く
な
る
の
で
は
」
と
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
千
鳥
会

本
会
は
、
会
員
で
あ
る

高
齢
者
が
残
さ
れ
た
人
生
を
健
康
で
、
愉
快
に

楽
し
く
生
き
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
舟
津
や
川
端
、
新
崎
町
内
会
の
老
人
会
で

構
成
さ
れ
、
千
鳥
川
河
川
堤
防
の
花
壇だ
ん

の
管
理

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
花
壇
に
綺き

麗れ
い

な
花

が
咲
い
た
と
き
は
、
堤
防
を
通
る
人
た
ち
で
賑に
ぎ

わ
い
、
足
を
止
め
て
眺
め
る
人
や
歓
談
す
る
人

の
輪
が
で
き
る
ほ
ど
で
す
。
花
壇
の
管
理
と
い

う
奉
仕
作
業
が
、
人
と
人
と
の
心
の
繋つ
な

が
り
を

創
り
出
し
、
環
境
美
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
21

雲
仙
花
祭
を
通
じ
て
島
原
半
島

花
き
振
興
協
議
会
（
フ
ラ
ワ
ー
21
）
が
結
成
さ

れ
、
雲
仙
温
泉
の
ホ
テ
ル
と
連
携
し
て
、
全
国

各
地
か
ら
来
ら
れ
た
観
光
客
に
産
直
と
し
て
花

を
買
っ
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
最
初
は
、
量
的
に
も
は
け
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
全
国
各
地
か
ら
注
文
が
来
る
よ

う
に
な
り
、
明
る
い
展
望
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
収
穫
体
験
も
入
場
料
を
設
定
し
て
年
に

２
回
程
度
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
小

浜
温
泉
や
島
原
温
泉
の
ホ
テ
ル
と
も
連
携
し
、

月
に
１
・
２
回
は
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

農
協
女
性
部
菓
房
ポ
テ
ト

６
年
前
か
ら
特
産

品
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
饅

頭
」
を
毎
週
火
曜
日
に
町
内
２
カ
所
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
季
節
毎
に
紫
イ
モ
や
か
ぼ
ち
ゃ
、

ヨ
モ
ギ
、
ソ
ラ
マ
メ
や
お
か
ら
の
饅
頭
な
ど
も

作
り
ま
す
。
一
度
に
4
0
0
個
ま
で
は
作
れ
る

の
で
す
が
、
販
売
が
苦
手
な
た
め
、
2
0
0
個

し
か
作
り
ま
せ
ん
。
販
売
方
法
の
ご
助
言
を
お

願
い
し
ま
す
。

朝
市
会

当
初
、
A
コ
ー
プ
前
で
対
面
販
売
を

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
店
内
に
販
売

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
頂
き
、
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
25
人
の
会
員
が
高
齢
化
で
17
人
に
減
り

ま
し
た
が
、
残
留
農
薬
な
ど
の
食
品
の
安
全
性

を
考
慮
し
、
地
産
地
消
を
目
指
し
て
、
体
に
良

い
も
の
、
よ
り
お
い
し
い
も
の
を
選
ん
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
若
い
方
々
の
た
め
に

も
、
地
の
利
が
あ
る
愛
野
展
望
台
付
近
に
「
道

の
駅
」
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

琉
球
國
ま
つ
り
太
鼓

こ
の
太
鼓
の
原
形
は
も

と
も
と
「
エ
イ
サ
ー
」
と
言
っ
て
、
沖
縄
の
お

盆
の
念
仏
踊
り
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
だ
れ
に

も
で
き
る
よ
う
に
と
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、

意見交換会意見交換会
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広
め
よ
う
と
、
長
崎
で
組
織
を
結
成
し
、
去
年

で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
の
総
勢
約
1
0
0
人
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は

長
崎
さ
る
く
博
に
も
何
度
か
出
演
し
て
い
ま
す
。

愛
の
お
は
な
し
の
部
屋

愛
野
町
の
「
愛
」
と

「
愛
の
お
話
」
の
２
つ
を
掛
け
合
わ
せ
た
グ
ル

ー
プ
で
す
が
、
子
ど
も
に
い
い
本
を
与
え
て
、
思

い
や
り
の
あ
る
優
し
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
で
発
足
し
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
15
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
本
の
読
み
聞
か
せ
で
、
昨
年
度

は
小
学
校
で
週
に
１
回
、
中
学
校
で
各
学
期
に

１
回
、
保
育
園
な
ど
で
77
回
で
し
た
。
今
後
、

市
教
委
に
望
む
の
は
、
家
庭
で
の
10
分
間
読
書

の
定
着
で
す
。

ニ
コ
ニ
コ
体
験
塾

子
ど
も
会
活
動
で
味
わ
え

な
い
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
、
市
教
委
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
ゆ
め
基
金
の
助
成

で
ニ
コ
ニ
コ
体
験
塾
を
設
立
し
ま
し
た
。
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
様
々
な
体
験
活
動
の
場
と
地

域
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
人
の
温
も
り
や

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、「
支
え
あ
う
心
」
の
充

実
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
環
境
を
大
切
に
す
る
エ
コ
活
動
や
自
然
体

験
、
自
分
た
ち
の
町
を
知
る
野
外
活
動
な
ど
、

様
々
な
異
年
齢
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長

読
み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー
プ
を
さ
れ
て
い

る
方
に
伺
い
た
い
ん
で
す
が
、
市
内
各
町
で
読

み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
横
の

つ
な
が
り
と
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
か
。

お
は
な
し
の
部
屋

雲
仙
市
が
で
き
て
か
ら
、

早
速
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
千
々
石
の
方
お
２
人
で
事
務
局
を

持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
送
っ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
。

そ
れ
が
と
て
も
嬉
し
く
て
交
流
が
深
ま
り
、

ま
た
楽
し
み
で
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

市
長

組
織
化
を
図
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
協

力
は
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

剣
舞
箏
保
存
会

予
算
書
は
ど
こ
に
保
管
し
て

あ
る
の
で
す
か
。
見
せ
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
か
。

市
長

「
市
の
予
算
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
市
民
の
方
々
に
し
っ
か
り

分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
を
基

本
に
考
え
て
い
ま
す
。「
開
か
れ
た
市
政
」
と
い

う
こ
と
で
、
市
民
の
方
の
権
利
と
し
て
、
予
算

の
し
く
み
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、
見

や
す
い
説
明
書
を
現
在
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
出
来
次
第
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
配
り
し

ま
す
。

剣
舞
箏
保
存
会

広
報
で
、
概
略
の
予
算
書
が

示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
分
か
る
の
で
す

が
、
愛
野
総
合
支
所
の
ど
こ
で
見
ら
れ
ま
す
か
。

市
長

管
理
課
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

菓
房
ポ
テ
ト

合
併
前
か
ら
、
愛
野
展
望
台
に

直
売
所
が
で
き
る
話
が
盛
り
上
が
っ
て
は
、
い

つ
も
消
え
て
い
ま
す
。
雲
仙
市
に
な
っ
た
の
で
、

愛
野
展
望
台
で
も
直
売
所
で
販
売
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
農
家
も
も
っ
と
繁
栄
し
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
所
を

市
長
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

市
長

正
直
に
申
し
ま
し
て
、
行
政
で
や
っ
た

方
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
皆
さ
ん
が
や
っ
て

お
ら
れ
る
の
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
方
が
い
い

の
か
、
民
間
の
も
の
と
比
べ
る
と
、
な
か
な
か

難
し
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
い
ろ
ん

な
料
理
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
み
た
い
な
物
を
紹

介
す
る
場
と
い
う
の
は
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

朝
市
会

関
連
し
て
、
商
工
会
と
行
政
と
で
、

展
望
台
に
そ
う
い
う
施
設
が
で
き
る
な
ら
、
公

衆
ト
イ
レ
も
併
せ
て
設
置
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
合
併
前
に
、
要
望
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
も
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
長

愛
野
で
私
が
感
じ
た
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
あ
る
散
歩
コ
ー
ス
に
、
ベ
ン
チ
や
休
憩
の
場

所
は
あ
り
ま
す
が
、
ト
イ
レ
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
片
手
落
ち
だ
な
と
い
う
の

は
感
じ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
千
鳥
会

ト
イ
レ
の
話
で
思
い
出

し
た
ん
で
す
が
、
西
海
橋
を
通
る
車
が
非
常
に

多
い
こ
と
か
ら
、
日
本
一
の
ト
イ
レ
を
造
り
、

大
型
バ
ス
で
来
る
お
客
を
呼
び
止
め
て
、
そ
こ

に
直
売
所
な
ど
の
施
設
を
造
る
と
い
う
こ
と

で
、
立
派
な
ト
イ
レ
が
で
き
ま
し
た
。
効
果
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
守
山
の

上
の
方
に
干
拓
関
係
で
ち
ょ
っ
と
店
舗
が
出
て

い
ま
す
。
農
協
関
係
者
が
出
し
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
つ
い
で
に
店
舗
を
貸
し
、
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

で
す
か
ら
ま
ず
は
、
立
派
な
ト
イ
レ
を
造
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
関
連
し
て
特
産
品

売
場
も
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
21

県
が
、
花
き
百
億
と
い
う
花
の

生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
雲
仙
市
で
も
、

20
億
く
ら
い
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、

我
々
、
市
内
の
生
産
者
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

市
の
花
木
が
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
・
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
と
決
ま
り
ま
し
た
が
、
４
月
・
５
月
、
そ
の

時
期
だ
け
の
花
で
す
。
だ
か
ら
、
１
年
中
花
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
、
雲
仙
市
の
花
と
し
て
、
12
ぐ
ら
い
の
花
を

ど
っ
か
に
飾
る
と
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
あ
た
り

で
紹
介
し
て
も
ら
う
と
か
、
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

市
長

今
、
何
が
旬
で
あ
る
か
、
連
絡
先
な
ど

も
含
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
に
、

で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

華
房
ポ
テ
ト

展
望
台
に
直
売
所
の
よ
う
な
も

の
が
で
き
た
ら
、
私
た
ち
の
饅
頭
販
売
が
も
っ

と
売
上
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
都
会
で
そ
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れ
が
売
れ
る
か
ど
う
か
試
し
て
み
た
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
し
、
と
に
か
く
、
雲
仙
の
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
市
場
で
販
売
で
き

る
の
か
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

行
政
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
と
い
う
の
も

含
め
て
研
究
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
や
り
ま
す
。

琉
球
國
ま
つ
り
太
鼓

愛
野
し
か
見
て
な
い
ん

で
す
が
、
大
人
の
娯
楽
施
設
が
多
い
で
す
ね
。

も
っ
と
子
ど
も
や
家
族
が
楽
し
め
る
場
所
が
増

え
た
ら
い
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
自
分
た

ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
主
に
、
川
や
公
園
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
家
で
遊
ぶ
こ
と

が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
、
子

ど
も
た
ち
が
外
で
遊
べ
る
環
境
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

ニ
コ
ニ
コ
塾

他
市
に
は
市
民
体
育
館
が
あ

り
、
各
方
面
か
ら
指
導
者
が
集
ま
り
、
い
ろ
ん

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
情
報
共
有
が
で
き
て
い

ま
す
。
今
、
愛
野
塾
は
学
校
を
通
し
て
チ
ラ
シ

を
出
し
て
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
市
内

公
民
館
に
置
か
せ
て
も
ら
う
だ
け
で
も
助
か
り

ま
す
。
愛
野
塾
で
は
先
月
、
千
々
石
海
岸
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
約
60
人
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
、
4
1
0
キ
ロ
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
雲
仙
市
の
仲
間
で
行
な
っ
た
ら

海
岸
線
が
一
遍
に
き
れ
い
に
な
る
と
子
ど
も
た

ち
も
思
っ
た
し
、
私
た
ち
の
や
る
気
に
も
な
り

ま
し
た
。

お
は
な
し
の
部
屋

「
子
ど
も
の
場
」
と
い
う

こ
と
で
、
２
、
３
年
前
に
、
図
書
館
を
造
ろ
う

と
い
う
話
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
含
ん
だ
、

児
童
館
み
た
い
な
そ
う
い
う
も
の
が
出
来
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
子
ど
も
を
宝

に
し
て
欲
し
い
ん
で
す
。

市
長

正
直
申
し
ま
す
。
子
ど
も
も
宝
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
老
人
も
宝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
千
鳥
会

「
老
人
も
宝
」
と
い
う

こ
と
も
出
ま
し
た
の
で
要
望
い
た
し
ま
す
。
合

併
前
は
、
旅
行
を
す
る
と
き
に
、
社
協
の
バ
ス

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
便
利
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
合
併
後
は
バ
ス
が
な
く
な
り
、
端
的
に

困
っ
て
い
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
、
社
協
に
そ

う
い
っ
た
貸
出
バ
ス
を
置
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

な
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
21

各
地
に
バ
ス
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
何
に
使
わ
れ
て
、
ど
う
い
う
ふ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
各
地
に
研

修
に
行
き
た
い
と
い
う
と
き
に
、
予
算
上
、
バ

ス
の
貸
し
切
り
が
で
き
な
い
の
で
、
あ
れ
ば
便

利
だ
と
い
う
意
見
が
出
ま
す
。
何
と
か
な
ら
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

助
役

陸
運
局
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
て

も
、
非
常
に
難
し
い
で
す
。
貸
し
出
し
自
体
が

で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
市
の
事
業
と
し
て
研
修

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
、
市
の
事
業
か

つ
、
市
の
運
転
手
、
市
の
職
員
が
運
転
し
て
い

れ
ば
、
こ
れ
は
ク
リ
ア
で
き
る
ん
で
す
。

中
学
校
P
T
A

小
学
校
の
中
で
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
の
は
、
半
島
の
中
で
も
愛
野
だ
け
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
、
近
い
将
来
に
教
室
が

足
り
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
っ
て
い
た

ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
話
は
変
わ

り
ま
す
が
、
市
の
中
心
部
に
あ
る
庁
舎
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
雲
仙
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
の
事
務
所

と
し
て
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、
愛
野
町
公
民

館
、・
千
々
石
庁
舎
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、「
継

続
的
に
部
屋
は
貸
せ
な
い
、
短
期
で
あ
れ
ば
い

い
」
と
い
う
話
で
し
た
。
庁
舎
に
空
い
た
ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
の
に
、
１
、
２
年
の
期
間
、
貸
し

て
も
ら
え
な
い
理
由
を
伺
い
ま
す
。

助
役

法
的
に
、
最
長
１
年
間
で
す
が
、
例
え

ば
、
事
務
局
を
１
年
間
置
く
こ
と
で
、
郵
便
物

な
ど
が
、
す
べ
て
そ
ち
ら
へ
行
き
、
２
年
目
に

換
え
た
と
き
に
、
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を
掛
け
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。
遊
休
財
産
で
あ
り
ま
す
か

ら
お
貸
し
す
る
の
は
い
い
の
で
す
が
、
一
つ
の

団
体
に
固
定
的
に
貸
す
と
い
う
こ
と
は
、
目
的

外
使
用
許
可
と
な
り
、
各
支
所
、
慎
重
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ニ
コ
ニ
コ
塾

地
域
や
子
ど
も
会
活
動
、
そ
れ

と
、
こ
う
い
う
体
験
塾
を
含
め
て
、
小
学
校
や

中
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
が
う
ま
く
連
携
し
て
い
る

た
め
、
愛
野
は
問
題
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
財
政
的
な
市
の
事
情
も
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
掛
け
る
お

金
を
削
っ
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

市
立
中
学
校
の
陸
上
競
技
大
会
が
、
専

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
た
め
に
、
１
年
交
代
で

諫
早
、
島
原
両
市
の
競
技
場
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
図
書
館

や
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
特
産
品
や
郷
土
の
誇
る
べ
き
い
ろ
ん

な
名
産
品
な
ど
を
賞
味
し
て
い
た
だ
く
場
や
商

品
化
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
民

間
と
行
政
の
位
置
付
け
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
皆

さ
ま
方
と
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

意見交換会／愛野町意見交換会／愛野町

意見交換会参加者（敬称略）

●ニコニコ体験塾 代表　松岡一隆、

事務局　寺尾やす子

●愛のおはなしの部屋 代表　中村書子、田中喜代子

●琉球國
りゅうきゅうこく

まつり太鼓長崎支部 支部長　吉川誠

●農協女性部菓房ポテト 代表　松尾輝代、栗田弘美

●老人クラブ千鳥会 会長　島田公光

●愛の朝市会 野崎千代、大島智歌子

●愛のまち剣舞箏
けんぼうそう

保存会 会長　大石初藤

●愛野小学校PTA 会長　大津善信

●愛野中学校PTA 会長　村上元也



●広報うんぜん
平成18年８月16

日　時：８月30日（水）

　　　　午後１時30分～３時30分

場　所：千々石保健センター

　　　　１階和室

内　容：「認知症とその家族」につ

いてのビデオ鑑賞とお話

あなたの献血が患者さんの生命を助け

ます。

愛の献血に、ぜひご協力ください。

〈瑞穂町〉

・瑞穂総合支所

　日　時：８月７日（月）

　　　　　午前９時～午後１時

・くさむら駅

　日　時：８月７日（月）

　　　　　午後２時30分～４時

愛Qの献血8月の健診（検診）予定カレンダー

健診名 実施日 会　場受付
時間

対象
者

基本健康診査
大腸がん検診
前立腺がん検診
胸部レントゲン

1 日（火）

2 日（水）

9 日（水）

17日（木）

18日（金）

22日（火）

23日（水）

29日（火）

30日（水）

8 日（火）

11日（金）

17日（木）

24日（木）

25日（金）

愛野保健福祉センター

〃

〃

〃

吾妻町ふるさと会館

〃

〃

〃

〃

愛野保健福祉センター

〃

吾妻町ふるさと会館

〃

〃

胃がん検診

40
歳
以
上
の
市
民

午
後
1
時
〜
2
時
30
分

午
前
9
時
〜
11
時

40
歳
以
上
の
市
民

●問い合わせ●

　・長崎県赤十字血液センター

　　1095（843）3331

　・市役所健康づくり課

認知症ビデオ鑑賞会 健康相談（８月・９月）

開　催　日 場　　　　　所

8 月 7 日（月）

8 月14日（月）

8 月21日（月）

9 月 4 日（月）

9 月11日（月）

9 月19日（火）

国見総合支所　市民生活課
愛野保健福祉センター
南串山総合支所　市民生活課
瑞穂総合支所　市民生活課
小浜総合支所　市民生活課
吾妻保健センター
千々石保健センター
国見総合支所　市民生活課
愛野保健福祉センター
南串山総合支所　市民生活課
瑞穂総合支所　市民生活課
小浜総合支所　市民生活課
吾妻保健センター
千々石保健センター

・予約はいりません。時間内に直接会場へお越しください。
・受付時間は、各会場とも午前９時～11時です。
・「健康手帳」をお持ちの方は、持参ください。
・相談のほか、血圧測定や体脂肪測定、尿検査などもできます。

（会場によっては、できない検査もあります）

　認知症を持つ家族の会を２カ月に

１回開催しています。今月は「認知

症とその家族」についてのビデオ鑑

賞です。認知症について、一緒に勉

強してみませんか？多くのご参加を

お待ちしています。

問い合わせ … 健康づくり課　10957（38）3111

健　診 相　談 献　血
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地域の発展、市政の円滑な運営へ
雲仙市自治会連合会発足

市内には、市内全域で242の自治会があります。今までも旧町を単位と
して自治会代表組織はありましたが、市内自治会の代表組織として「雲
仙市自治会長連合会」が発足し、市長へ発足の報告として、６月27日に
各町自治会代表者が来庁されました。
今後は、地域内の特色を生かしながら、雲仙市自治会という共通認識

を持ち、地域の発展や代表者として市政への提言、市政の円滑な運営に
協力する活動などを行っていきます。
会長に、田尻虎夫氏（愛野町）、副会長に田原輝男氏（国見町）と森下

寅松氏（南串山町）が就任されました。

TOPI
CS 

TOPI
CS ワ

イドワイド

市全域のさらなる観光振興へ向けて
雲仙市観光協議会発足

雲仙市観光協議会の設立総会が７月５日に千々石総合支所で開催され、
「雲仙市観光協議会」が発足しました。
この協議会には、市全域の観光振興を図るため、観光商工業や農漁業、

まちづくり団体関係者など約200人が加入しており、現在も会員を募集し
ています。
総会では、規約や事業計画、収支予算を審議し、地域資源発見事業や

観光ルート形成事業、誘致対策事業などに取り組むことを決めました。
総会後は、みずほヘルシー会館において懇談会を開催し、会員相互の

交流を深めました。

魅力ある雲仙市の創造を目指して
雲仙市総合計画審議会開催

第１回雲仙市総合計画審議会が、６月29日に愛野町公民館で開催され、
市長から各委員に委嘱状が交付されました。この審議会は、市議会議員や
学識者、産業・福祉・女性団体など各種団体の代表、公募委員など25人で
構成されており、会長に小林清隆氏（弁護士）、副会長に石田総一氏（雲
仙ブランドづくり委員長）が選任されました。市長の諮問を受けて、今後、
総合計画についての審議を重ね、来年２月までに答申がなされる予定です。
また、「雲仙市総合計画」は、今後10年間のまちづくりの基本方針や市

の将来像を示す“基本構想”と、その実現のための政策や具体的な施策を
示す“基本計画”で構成し、５月に実施した市民アンケートの意見などを
反映させながら、答申をもとに来年３月までに策定します。11月には総合
計画の原案をまとめた概要版を市民の皆さまにお示しし、計画案について
のご意見をいただく予定です。
なお、審議会の概要については、市のホームページに掲載していきます

のでご覧ください。

平野さんが瑞宝単光章を受章
平成18年春の叙勲

春の叙勲・褒章が発表され、元千々石町消防団副団長の平野一人さん
（千々石町）が瑞宝単光章の栄誉に輝かれました。
平野さんは、昭和28年から37年６カ月の間、消防団員として活躍。そ

のうち平成元年４月から平成３年４月まで同団副団長を務められ、地域
防災活動や団員の育成などに尽くされました。
なお、受章伝達式は、６月７日に県庁で行われました。

発足の報告と自治会活動について市長と懇談
しました

事業計画などについて、提案がありました

市長から小林会長へ諮問書が渡されました



児
童
扶
養
手
当
現
況
届
お
よ
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
人
は
「
現
況
届
」

を
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
人
は
「
所
得
状
況
届
」
を

提
出
す
る
月
で
す
。

こ
の
届
は
、
手
当
を
継
続
し
て

受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
も
の

で
、
提
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
２
年
間
提
出
が
な

い
場
合
は
、
受
給
資
格
が
喪
失
し

ま
す
。

大
切
な
届
で
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
は
、
内
容
確
認
の
た
め
、

必
ず
本
人
に
よ
る
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
付
期
間

●
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

８
月
１
日
（
火
）
〜
16
日
（
水
）

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

８
月
11
日
（
金
）
〜
25
日
（
金
）

受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

申
請
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑

●
手
当
証
書

●
保
険
証

●
そ
の
他
、「
現
況
届
提
出
要
領
」

に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の

※
「
現
況
届
提
出
要
領
」
は
、
７

月
末
に
対
象
者
の
皆
さ
ま
へ
送

付
し
て
い
ま
す
。

受
付
場
所

福
祉
事
務
所
福
祉
課

児
童
家
庭
班
ま
た
は
本
庁
福
祉
課

窓
口
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
　
児
童

家
庭
班

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
で
入
院
時
の
窓

口
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い

る
方
は
、
入
院
の
際
、「
老
人
医

療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
と
、
窓
口
で
支
払
う
一
部

負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
な
い
老
人
医
療
の

受
給
者
（
受
給
者
以
外
の
高
齢
者

が
所
得
1
2
5
万
円
以
下
の
場
合

も
含
む
）

有
効
期
間

申
請
し
た
月
の
初
日

〜
平
成
19
年
７
月
31
日

認
定
証
は
、
申
請
に
よ
り
交
付

さ
れ
ま
す
。
入
院
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
は
、
次
の
場
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先

市
役
所
保
険
年
金
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

申
請
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑

●
保
険
証

●
老
人
医
療
受
給
者
証

ま
た
、
入
院
す
る
と
き
は
、
次

の
３
つ
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
・
通
院
時
に
使
用

●
保
険
証
（
社
保
・
国
保
）

●
医
療
受
給
者
証

入
院
時
の
み
使
用

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
申
請
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ

●
保
険
年
金
課
　
老
人
医
療
班

福　祉　課◎

児童扶養手当等の現況届の
提出はお早めに

保険年金課◎

老人医療受給者の
皆さまへ

●広報うんぜん
平成18年８月18

広
報
６
月
号
で
も
掲
載
し

ま
し
た
が
、
市
民
を
対
象
と

し
た
歯
周
病
予
防
健
診
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
を
延
長
し
、
再

度
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
歯
周
病
予
防
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

雲
仙
市
に
住
所
を

有
す
る
40
歳
以
上
70
歳
以
下

の
人
（
現
在
治
療
中
の
人
は

除
く
）

健
診
の
自
己
負
担
額7

0
0
円

募
集
人
員

1
0
0
人

申
込
方
法

市
役
所
健
康
づ

く
り
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

（
市
民
生
活
課
）
に
備
え
付

け
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
健
診
内
容
や
実
施
医
療
機

関
な
ど
、
く
わ
し
く
は
広

報
う
ん
ぜ
ん
６
月
号
13
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歯周病予防健診
受診者募集（再掲載）

●問い合わせ●
健康づくり課



市からのお知らせ
問い合わせ
●市役所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111
● 愛野総合支所 36－2111
● 千々石総合支所 37－2001
● 小浜総合支所 74－2111
● 南串山総合支所 88－3111
● 雲仙出張所 73－3445

雲
仙
市
職
員
採
用
試
験
（
大
学

卒
業
程
度
・
資
格
免
許
職
）
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◎
受
験
資
格

本
市
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
採
用
後
本
市
に
居
住
す
る
人

で
、
次
の
２
項
に
該
当
し
な
い
人

●
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

●
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
４
項

目
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
に
該
当
す

る
人

※
職
種
別
の
受
験
資
格
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
大
学
卒
業
程
度

（
建
築
）

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
60
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

採
用
予
定
数
　
若
干
名

◆
資
格
免
許
職

（
保
健
師
）

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
61
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

（
取
得
見
込
者
含
む
）

採
用
予
定
数

若
干
名

（
社
会
福
祉
士
）

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
60
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
人
（
取
得
見
込
者
含
む
）

採
用
予
定
数

若
干
名

（
栄
養
士
）

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
62
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
人

（
取
得
見
込
者
含
む
）

採
用
予
定
数

若
干
名

◎
申
込
方
法

市
役
所
人
事
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
管
理
課
で
交
付
さ
れ
る
「
申

込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
付
の
う
え
、
市
役
所
人
事
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
管
理
課
へ
提
出

し
、
受
験
票
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
「
申
込
用
紙
」
は
郵
便
で
請
求

し
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
限

８
月
18
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

◎
受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

◎
第
一
次
試
験

日
時

９
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

場
所

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学

問
い
合
わ
せ

●
人
事
課
　
人
事
給
与
班

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安

全
で
お
い
し
い
水
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
国
が
定
め
た
水

質
基
準
に
適
合
し
、
安
全
で
あ
る

こ
と
を
保
障
す
る
「
水
質
検
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
質
基
準
は
、
平
成
16
年
４
月

に
46
項
目
か
ら
50
項
目
に
変
更
さ

れ
、
ま
た
、
水
道
施
行
規
則
に
よ

り
、
水
道
業
者
は
水
質
検
査
計
画

を
策
定
し
、
需
要
者
に
対
し
て
情

報
提
供
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
に
伴
い
、
市
で
は
「
平
成

18
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
「
水
質
検
査
計

画
」
と
は
、
水
質
検
査
を
行
っ
て

い
る
項
目
や
頻
度
な
ど
を
そ
の
根

拠
と
と
も
に
表
し
た
も
の
で
、
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
水
道
事
業
の
概
要

②
水
質
検
査
に
お
け
る
基
本
方
針

③
水
源
の
状
況
な
ら
び
に
源
水
お

よ
び
浄
水
の
水
質
状
況

④
定
期
の
水
質
検
査

⑤
臨
時
の
水
質
検
査

⑥
水
質
検
査
計
画
お
よ
び
検
査
結

果
の
公
表

⑦
そ
の
他
水
質
検
査
の
実
施
に
際

し
配
慮
す
べ
き
事
項

⑧
水
質
事
故
へ
の
対
応

な
お
、
こ
の
「
水
質
検
査
計
画
」

は
、
上
下
水
道
局
水
道
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
上
下
水
道
局

水
道
課

給
水
班

人　事　課◎

雲仙市職員採用試験

水　道　課◎

平成18年度「水質検査計画」
を作成しました

●広報うんぜん
平成18年８月19



●広報うんぜん
平成18年８月20

事
業
提
案
募
集

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
雲
仙
モ
デ

ル
事
業
と
は
、
雲
仙
市
に
お
け
る

市
民
の
連
携
を
図
る
た
め
、
市
と

市
民
団
体
な
ど
が
協
働
し
、
魅
力

あ
る
市
の
形
成
を
推
進
す
る
事
業

で
す
。

市
民
団
体
な
ど
が
、
自
主
的
・

自
発
的
な
新
し
い
観
点
か
ら
企
画

立
案
し
た
事
業
計
画
に
基
づ
い
て

行
う
事
業
に
対
し
て
、
交
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

提
案
対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動

場
所
を
有
す
る
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活
動
団
体
、

N
P
O
、
公
益
法
人
、
自
治
会
、

事
務
所
な
ど
）

対
象
に
な
る
事
業

市
と
協
働
し
て
行
う
事
業
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

①
公
益
的
、
社
会
貢
献
的
な
事
業

②
市
民
の
連
携
の
強
化
ま
た
は
、

地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解
決

が
図
ら
れ
る
事
業

③
市
民
満
足
度
が
高
ま
り
、
具
体

的
な
効
果
や
成
果
が
期
待
で
き

る
事
業

④
先
進
性
や
先
駆
性
な
ど
工
夫
や

ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、
新
し
い
視
点

か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
る
事
業

〈
補
助
経
費
〉

・
講
師
や
専
門
家
、
出
演
者
な
ど

へ
の
報
償
、
謝
礼

・
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作

成
経
費
お
よ
び
材
料
、
消
耗
品

な
ど
の
購
入
費

・
専
門
的
知
識
や
技
術
な
ど
を
要

す
る
業
務
の
外
部
委
託
料

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
会
場
使
用
料

な
ど

〈
補
助
外
経
費
〉

・
飲
食
費
（
食
事
、
弁
当
、
茶
菓

子
な
ど
）
※
一
部
例
外
を
除
く

・
人
件
費
や
家
賃
な
ど
、
団
体
の

経
常
的
な
運
営
に
関
す
る
事
務

局
経
費

・
土
地
の
取
得
や
造
成
、
補
償
に

関
す
る
経
費

・
備
品
購
入
費
な
ど

※
対
象
に
な
ら
な
い
事
業

①
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の

②
特
定
の
個
人
、
団
体
の
み
が
利

益
を
受
け
る
事
業

③
事
業
実
施
を
伴
わ
な
い
調
査
、

お
よ
び
学
術
的
な
研
究
事
業

④
政
策
の
提
案
（
政
策
立
案
の
た

め
の
調
査
な
ど
）

⑤
政
治
、
宗
教
、
選
挙
活
動

⑥
施
設
な
ど
の
建
設
お
よ
び
整
備

を
目
的
と
す
る
事
業

⑦
地
区
住
民
の
交
流
行
事
な
ど
親

睦
会
的
な
イ
ベ
ン
ト

⑧
国
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
そ

れ
ら
の
外
郭
団
体
の
制
度
な
ど

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
事
業

⑨
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

補
助
限
度
額

1
5
0
万
円

募
集
期
間

８
月
４
日
（
金
）
〜

９
月
４
日
（
月
）
必
着

応
募
方
法

企
画
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
管

理
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
事
業
提

案
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

雲
仙
市
役
所
企
画
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
管
理
課

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
企
画
政
策
班

審
査
委
員
会
委
員
募
集

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
雲
仙
モ
デ

ル
事
業
の
提
案
に
つ
い
て
、
審
査

お
よ
び
選
考
、
審
査
基
準
の
策
定

や
提
案
事
業
へ
の
意
見
な
ど
を
行

う
審
査
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
資
格

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
人

・
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を

有
し
て
い
る
人

・
審
査
会
が
休
日
の
場
合
で
あ
っ

て
も
出
席
可
能
な
人
（
一
次
・

二
次
審
査
の
２
回
）

募
集
人
員

２
人

任
期

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

謝
礼

１
回
の
出
席
に
つ
き

7
0
0
0
円
（
高
校
生
以
下
は
図

書
券
）

応
募
方
法
・
提
出
先

上
記
「
事

業
提
案
募
集
」
と
同
じ

募
集
締
切

９
月
４
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
企
画
政
策
班

企　画　課◎

パートナーシップ雲仙モデル事業・
審査委員会委員募集



市からのお知らせ
問い合わせ
●市役所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111
● 愛野総合支所 36－2111
● 千々石総合支所 37－2001
● 小浜総合支所 74－2111
● 南串山総合支所 88－3111
● 雲仙出張所 73－3445

●広報うんぜん
平成18年８月21

20
代
の
人
や
学
生
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
は
次
の
制

度
が
利
用
で
き
ま
す

低
所
得
者
で
あ
る
若
年
者
（
20

代
の
人
）
や
一
般
的
に
収
入
が
な

い
学
生
は
、
次
の
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
放

っ
て
お
か
ず
、
制
度
の
申
請
を
し

ま
し
ょ
う
。
承
認
を
受
け
る
と
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

20
代
の
本
人
と
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請

に
よ
っ
て
月
々
の
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

以
下
の
人
は
、
申
請
に
よ
っ
て
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
度
の
概
要

●
猶
予
期
間
に
万
が
一
事
故
や
病

気
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す

●
猶
予
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
の
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
入
り
ま
せ
ん

●
将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
受
給
す
る
た
め
に

は
、
全
額
納
付
す
る
こ
と
が
必

要
で
す

●
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
申
請
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
町

村
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
７
月

以
降
、
学
生
納
付
特
例
制
度
は

４
月
以
降
の
受
け
付
け
と
な
り

ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
た
場
合

で
も
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
猶
予
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
制
度
を
利
用
希
望
の
人
は
、

市
の
窓
口
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

1
0
9
5
7
（
25
）
1
6
6
1

●
保
険
年
金
課
　
国
保
年
金
班

第
２
回
目
の
耐
震
診
断

受
付
が
始
ま
り
ま
す

こ
の
事
業
は
、
地
震
発
生
の
と

き
の
木
造
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た

め
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
行

う
住
宅
の
所
有
者
に
県
や
市
が
連

携
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

す
る
も
の
で
す
。

対
象
住
宅

次
の
項
目
全
て
に
該

当
す
る
住
宅

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

●
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住

し
て
い
る
住
宅

●
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の

住
宅

受
付
期
間

９
月
１
日
（
金
）
〜

29
日
（
金
）

◆
耐
震
診
断

長
崎
県
木
造
住
宅
耐
震
士
に
よ

る
診
断

補
助
額

耐
震
診
断
に
要
す
る
経
費

４
万
5
0
0
0
円
に
対
し
、
３
万
円

（
自
己
負
担
額
１
万
5
0
0
0
円
）

◆
耐
震
改
修

耐
震
診
断
に
よ
り
耐
震
基
準
に

適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
住
宅

の
改
修

補
助
額

耐
震
基
準
に
適
合
し
な

い
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
、
60

万
円
を
上
限
に
工
事
費
の
２
分
の

１申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

●
建
築
課
　
建
築
指
導
班

保険年金課◎

年金だより
（納付猶予制度）

建　築　課◎

安全・安心住まいづくり
支援事業



●広報うんぜん
平成18年８月22

子どもの居場所づくり事業「キラキラkid's」
が、６月24日に千々石町公民館で行われ、千々
石町の小学生42人が参加しました。今回のテー
マは“七夕”。レクリエーションや七夕飾りを
楽しみ、かわいい笑顔が溢れました。
また、６月22日に南串山町の八幡保育園児が

南串山総合支所へ、30日に愛野町の小さき花の
幼稚園児が愛野総合支所へ、たくさんの願いが
込められた手作りの七夕飾りを届けてくれまし
た。みんなの願いが込められたキラキラの七夕
飾り。お星さまに届きますように…。

↓手作りの七夕飾りを眺めながら、手作りおまんじゅうをパクリ（キラキラkid's）

↑短冊に書かれた願い、届くといい
なぁ☆（愛野）

↑七夕飾りと歌をプレゼントしてく
れました（南串山）

みんなの願い、お星さまへ届け☆
願いを込めた七夕飾り

第11回県女子サッカー選手権大会が、６月17日・
18日に長崎市のかきどまり陸上競技場で開催され、
レディースジュニア923（国見町）が準優勝に輝き
ました。この大会は、長崎県サッカー協会の主催に
よるもので、県内各地から６チームが出場。惜しく
も決勝で敗れましたが、最後まであきらめず、一生
懸命戦い抜きました。

魂の足でつかんだ準優勝

レディースジュニア923

県大会で準優勝

小浜ジュニア卓球クラブが、６月に開催された予
選大会を勝ち抜き、８月26日・27日に行われる全九
州卓球選手権大会へ出場します。また、同クラブの
平野晃生くん（写真左下）は、第24回全国ホープス
卓球大会県予選（カブ男子個人３～４年生の部）で
優勝し、全国大会に挑みます。九州と全国、大舞台
での活躍が期待されます。

努力と実力で狙うは入賞

小浜ジュニア卓球クラブ
初の九州大会へ

↑抜群のチームワークで、次回は優勝を目指します ↑練習の成果を出し切り、入賞目指して頑張ります！



●広報うんぜん
平成18年８月23

↓おいしいカレーの隠し味は、もちろん「愛情」です ↓初めてのおはじき遊びに大興奮！

昔遊びを通して子どもたちと高齢者の交流を深め
ようと、７月７日に小浜町の富津小学校の生徒が地
元の高齢者の方と交流を行いました。この交流は、
「長崎っ子の心を見つめる」教育週間に合わせて行わ
れたもので、去年から実施。地元の高齢者40人が学
校を訪れ、竹とんぼづくりやこままわし、お手玉遊
びなど、約10種類の昔の遊びを楽しみました。

昔の遊びをたくさん習ったよ
小浜町富津小、地域の高齢者と交流

視覚に障害を持つ人たちでつくる「小浜塾」と南
島原市の「アイ愛会」の皆さんが、加津佐町で合同
調理訓練交流会を開き、カレー作りに挑戦しました。
参加者は「障害があると家に閉じこもりがちだけど、
みんなで集まると楽しい。進んで参加してほしい」
と、助け合って作ったカレーを頬張りながら、満面
の笑みで話されました。

みんなで作るカレーは格別
小浜塾とアイ愛会、合同調理訓練交流会

↓瑞穂町伊古遺跡の発掘現場を見学 ↓地域の温かい心が元気な子どもたちを育てます

瑞穂町の夏峰自治会のボランティアでつくる「夏
友会」が、７月２日に防犯用の看板を作製し、自治
会内の通学路など20カ所に設置しました。痛ましい
事件が多発する昨今、子どもを地域ぐるみで守ろう
と、会員26人が地元住民や子どもたちに呼びかけて
作製。会長の金子哲也さんは、「この活動を、町や市
内に広めていきたい」と力強く話されました。

地域の愛情で子どもを守ろう
夏友会が防犯用看板を作製

雲仙市や島原半島の歴史に触れる雲仙市民大学
（ながさき県民大学）「島原半島の歴史」講座が、６
月から７月にかけ、瑞穂町公民館などで5回開かれ
ました。この大学は、市と県の教育委員会主催で、
受講者は64人。講座では、市内から発掘された遺物
を手にとったり、発掘現場を見学したりして、熱心
に講師の話に耳を傾けていました。

見て、聞いて、市の歴史に触れる
雲仙市民大学「島原半島の歴史」講座
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◆
防
衛
大
学
校
学
生

〈
推
薦
〉

資
格

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
人

※
高
等
学
校
長
の
推
薦
が
必
要

受
付
期
間

９
月
５
日
〜
７
日

試
験
日

９
月
23
日
（
土
）・
24

日
（
日
）

〈
一
般
〉

資
格

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
人

※
自
衛
官
は
23
歳
未
満

受
付
期
間

９
月
８
日
〜
29
日

一
次
試
験
日

11
月
11
日
（
土
）・

12
日
（
日
）

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

資
格

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
人

受
付
期
間

９
月
８
日
〜
29
日

一
次
試
験
日

11
月
４
日
（
土
）・

５
日
（
日
）

◆
航
空
学
生

資
格

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
の
人

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月

８
日

一
次
試
験
日

９
月
23
日
（
土
）

◆
看
護
学
生

資
格

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未

満
の
人

受
付
期
間

９
月
８
日
〜
29
日

一
次
試
験
日

10
月
15
日
（
日
）

◆
一
般
曹
候
補
学
生

資
格

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月

８
日

一
次
試
験
日

９
月
16
日
（
土
）

◆
曹
候
補
士

資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月

８
日

一
次
試
験
日

９
月
16
日
（
土
）

◆
２
等
陸
・
海
・
空
士

〈
男
子
〉

資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
受
け

付
け

一
次
試
験
日

受
付
時
に
お
知

ら
せ

〈
女
子
〉

資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月

８
日

一
次
試
験
日

９
月
24
日
（
日
）・

25
日
（
月
）

島
原
募
集
事
務
所

1
0
９
5
7
（
62
）
3
7
5
9

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人口

男

女

世帯数

51,186人

24,291人

26,895人

16,415世帯
6月末現在（住民基本台帳）

自
衛
官
等
募
集

　第１回市民スポーツ大会のウォー
キングの部とグラウンドゴルフの部
の参加者を募集します。

参加資格　小学生以上の市内居住者
（小学生低学年の場合は保護者同伴）
日時　９月３日（日）　午前10時～
　　　（受付／午前９時～）
場所　小浜マリンパーク
　　　（スタート・ゴール）
コース　８キロメートル
参 加 料　300円（スポーツ保険代含む）
申込期限　８月21日（月）
申 込 先
レクレーション協会歩こう会の部
事務局（小浜温泉観光協会）
10957（74）2672

参加資格　市内居住者で、４月末現
在で住民登録したアマチュア
※参加人数は各町16人以内
日時　９月６日（水）
　　　午前９時40分～
　　（受付／午前９時～）
場所　小浜マリンパーク
参 加 料　300円（スポーツ保険代含む）
申込期限　８月16日（水）
申 込 先
レクレーション協会グラウンドゴル
フの部　事務局　中田
10957（74）4810

◆ウォーキングの部

◆グラウンドゴルフの部
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精
神
の
病
気
や
障
害
の
こ
と
を

よ
く
知
り
、
共
に
生
き
る
知
恵
と

す
る
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
座
日
時

８
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
（
木
曜
・
４
日
間
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

野
の
花
風
館
（
国
見
町
）

内
容

講
師
を
お
招
き
し
て
の
講

話
（
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
で
開

催
）

申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
工
房
野
の
花

1
0
９
5
7
（
78
）
3
5
2
6

試
験
職
種

消
防
吏
員

採
用
予
定
数

若
干
名

受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

②
採
用
後
、
管
轄
区
域
（
島
原
市
、

南
島
原
市
、
雲
仙
市
国
見
町
・

瑞
穂
町
）
内
に
居
住
で
き
る
人

第
１
次
試
験
日

９
月
16
日

（
土
）
・
17
日
（
日
）

申
込
方
法

消
防
本
部
総
務
課
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

受
付
締
切

８
月
17
日
（
木
）

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
総
務
課

1
0
９
5
7
（
62
）
7
7
1
1

「
い
の
ち
の
電
話
」
で
は
、
深

い
悩
み
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

の
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
を
願

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
電
話
で
、
24
時
間
相
談
が

行
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
も
っ

と
多
く
の
相
談
員
が
必
要
で
す
。

次
の
日
程
で
養
成
講
座
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
日
程

９
月
〜
平
成
19
年
６

月
（
主
に
土
曜
日
）

午
後
２
時

〜
４
時

会
場

主
に
長
崎
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

受
講
料

２
万
5
0
0
0
円

申
込
締
切

８
月
18
日
（
金
）

社
会
福
祉
法
人
　
長
崎
い
の
ち
の

電
話
事
務
局

1
0
９
5
（
8
4
3
）
4
4
1
0

県
で
は
、「
犯
罪
の
な
い
日
本

一
安
全
・
安
心
な
長
崎
県
」
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

次
の
事
業
の
参
加
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ど
ち
ら
も
応
募
方
法
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
県
下
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

地
域
ぐ
る
み
の
自
主
防
犯
活
動

の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
県
下
一
斉

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
日

10
月
11
日
（
水
）

場
所

県
内
各
地
域

募
集
期
限

９
月
29
日
（
金
）

◆
標
語
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

県
民
の
防
犯
に
関
す
る
意
識
を

高
め
、
運
動
の
旗
印
と
し
て
活
用

す
る
標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

県
内
に
在
住
す
る
小

学
生
以
上
の
人

募
集
期
限

９
月
４
日
（
月
）

長
崎
県
県
民
生
活
部

県
民
安
全
課

1
0
９
5
（
8
9
5
）
2
3
1
6

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
吏
員
採
用
試
験

「
長
崎
い
の
ち
の
電
話
」

相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
長
崎
県
犯
罪
の
な
い
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
」
参
加
募
集

●納期限は、8月31日（木）です。

８月は

の納入月です。
市・県民税（２期）、
国民健康保険税（２期）

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。

平
和
を
願
い
、
黙
と
う
を

◎
８
月
９
日
・
15
日
は
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

◆９日は「県民祈りの日」
原爆投下時刻の11時２
分にサイレンを吹鳴し
ます。
◆15日は「戦没者を追悼
し、平和を祈念する日」
全国戦没者追悼式典に
合わせて、正午にサイ
レンを吹鳴します。
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日
時

９
月
20
日
（
水
）
・
21
日

（
木
）（
乙
種
は
20
日
の
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

小
野
ふ
れ
あ
い
会
館
（
諫

早
市
）

定
員

1
0
0
人
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
終
了
）

申
込
期
間

８
月
14
日
〜
９
月
13
日

小
浜
消
防
署

1
0
９
5
7
（
74
）
3
2
3
1

県
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
に
新
た
に
取
り
組
も
う
と

す
る
団
体
か
ら
事
業
企
画
を
応
募

し
、
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
と
し

て
認
め
ら
れ
た
場
合
、
立
ち
上
げ

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
と
と
も

に
、
県
内
へ
の
P
R
を
図
り
ま

す
。

支
援
内
容

事
業
立
ち
上
げ
に
伴

う
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成
（
1

0
0
万
円
を
上
限
）

※
既
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
事
業

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
経
費
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

支
援
対
象
団
体
数

６
団
体
程
度

応
募
資
格
・
要
件

県
内
を
活
動

拠
点
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
「
事
業
」
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
団
体

①
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
資
源

の
活
用
な
ど
、
地
域
貢
献
度
が

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
ま
た
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
取

り
組
む
団
体
を
支
援
す
る
事
業

②
県
内
に
在
住
の
地
域
住
民
に
よ

る
団
体
が
主
体
と
な
り
取
り
組

む
事
業

③
事
業
従
事
者
を
５
人
以
上
有
す

る
団
体
が
実
施
す
る
事
業

④
当
該
事
業
企
画
に
つ
い
て
、
採

択
さ
れ
た
年
度
内
に
着
手
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業

※
県
か
ら
別
途
補
助
金
・
助
成
金

の
交
付
を
受
け
て
い
る
事
業
ま

た
は
受
け
る
予
定
の
事
業
は
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん

応
募
締
切

８
月
25
日
（
金
）

県
産
業
労
働
部
　
雇
用
労
政
課

1
0
９
5
（
8
9
5
）
2
7
1
3

県
で
は
、
U
タ
ー
ン
希
望
者
及

び
大
学
等
新
卒
者
の
就
職
機
会
の

拡
大
と
県
内
企
業
へ
の
就
職
促
進

を
図
る
た
め
、
県
内
企
業
等
と
就

職
希
望
者
が
一
堂
に
会
す
る
対
面

方
式
の
就
職
面
談
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

U
タ
ー
ン
等
希
望
者
、

大
学
等
新
卒
者
、
一
般
求
職
者

日
時

８
月
11
日
（
金
）

午
後

１
時
〜
４
時
（
受
付
／
正
午
〜
午

後
３
時
30
分
）

会
場

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

参
加
企
業

84
社
予
定

県
産
業
労
働
部
　
雇
用
労
政
課

1
0
９
5
（
8
9
5
）
2
7
1
5

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

月

火

水

木

金

土・日

夏バテと食事

「わきが」の治療

子どもの発汗と水分補給

鼻や耳にできる「とびひ」

注意欠陥多動性障害

長崎県の性病の実態（男性編） ☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

長
崎
県
U
タ
ー
ン
・
大
学
等

新
卒
者
合
同
企
業
面
談
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
化

ト
ラ
イ
支
援
事
業
2
次
募
集

　厚生労働省では、「ほっと
ウィーク」をキャッチフレ
ーズに、１週間以上の夏休
み連続休暇の取得を呼びか
けています。
　家族とのふれあいを深め、
心身ともにリフレッシュす
るため、事業主と従業員の
協力で夏休み連続休暇の取
得に努めましょう。

長崎労働局労働基準部監督課

“ほっとウィーク”
夏には連続休暇を

　国見町および瑞穂町の不動産
登記事務の取り扱いが、長崎地
方法務局島原支局から「諫早支
局」での取り扱いに変更になり
ました。
　なお、登記事項証明書は島原
支局でも請求できます。詳しく
は、お問い合わせください。

国見町・瑞穂町の国見町・瑞穂町の
不動産登記事務の管轄が不動産登記事務の管轄が

変わりました変わりました

国見町・瑞穂町の
不動産登記事務の管轄が

変わりました

問い合わせ

●長崎地方法務局諫早支局
10957（22）0475
●長崎地方法務局島原支局
10957（62）2513
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県
で
は
、
医
療
保
険
が
適
応
さ

れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
こ
の
助
成
期
間

が
「
通
算
２
年
間
」
か
ら
「
通
算

５
年
間
」
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い

る
夫
婦
で
、
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
受
精
）
を
受
け
た
人
の

う
ち
、
次
の
２
つ
に
該
当
す
る
人

●
夫
婦
の
両
方
ま
た
は
ど
ち
ら
か

が
県
内
に
住
ん
で
い
る

●
前
年
の
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が

6
5
0
万
円
未
満

助
成
内
容

年
10
万
円
を
上
限
と

し
て
通
算
５
年
間
助
成

申
請
窓
口

県
南
保
健
所

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
南
保
健
所
　
地
域
保
健
課
　
保

健
福
祉
班

1
0
９
5
7
（
62
）
3
2
8
7

地
域
再
生
の
核
と
な
る
産
業
に

お
け
る
創
業
を
支
援
す
る
た
め
、

創
業
経
費
お
よ
び
雇
い
入
れ
経
費

に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。
主
な
受

給
の
要
件
や
支
給
申
請
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
創
業
経
費
の
支
援

※
創
業
…
サ
ー
ビ
ス
10
分
野
や
地

域
重
点
分
野
に
該
当
す
る
事
業

を
設
立
ま
た
は
開
始
す
る
こ
と

支
給
額

1
5
0
万
か
ら
5
0
0

万
円
を
限
度
と
し
、
設
立
ま
た
は

開
始
の
日
か
ら
６
カ
月
以
内
に
か

か
っ
た
経
費
の
２
分
の
１
を
支
給

◆
雇
入
れ
の
支
援

※
雇
入
れ
…
創
業
か
ら
１
年
半
以

内
に
雇
い
入
れ
た
非
自
発
的
離

職
者
（
会
社
の
倒
産
や
定
年
な

ど
自
ら
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
前

の
会
社
を
離
職
し
た
人
）

支
給
額
（
１
人
当
た
り
）

・
常
用
労
働
者
…
30
万
円

・
短
時
間
労
働
者
…
15
万
円

6
長
崎
県
雇
用
支
援
協
会

1
0
９
5
（
8
2
7
）
1
1
6
5

夏
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

も
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
水
難
事
故
の
防
止

昨
年
の
夏
休
み
期
間
中
、
県
内

で
は
14
件
の
水
難
事
故
で
、
６
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
事
故
で
多
い
の
は
、

海
や
川
で
の
水
遊
び
に
よ
る
も
の

で
す
。
家
の
近
く
で
も
、
保
護
者

が
し
っ
か
り
と
監
視
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
大
人
の
事
故
で
多
い

の
は
、
魚
釣
り
中
や
飲
酒
後
の
転

落
事
故
で
す
。「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」
と
い
う
過
信
は
禁
物
で
す
。

◆
山
岳
遭
難
事
故
の
防
止

近
年
、
中
高
年
の
登
山
者
に
よ

る
遭
難
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
山
の
状
況
を
調
べ
、
携

帯
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象
の
変
化
に

注
意
し
、
非
常
時
に
対
応
で
き
る

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、登
山
計
画
書
を
必
ず
作
成
し
、

目
的
の
山
岳
を
管
轄
す
る
警
察
署

に
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雲
仙
警
察
署

1
0
９
5
7
（
75
）
0
1
1
0

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

休
日
在
宅

当
番
医
＋☆変更される場合がありますので、

　電話連絡後、受診してください。

６日

13日

20日

27日

佐 藤 医 院
木 戸 医 院
太 田 整 形 外 科
公 立 新 小 浜 病 院
松 本 内 科 医 院

耳鼻咽喉科・気管食道科・外科
菅 医 院

前 田 内 科 胃 腸 科 医 院
ひ ら ゆ 医 院

0957（78）5555
0957（74）2046
0957（78）5413
0957（74）2211
0957（65）3333

0957（88）3131

0957（77）3089
0957（74）5833

国 見 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町

南串山町

瑞 穂 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

水
や
山
の
事
故
に
注
意

地
域
創
業
助
成
金
の
ご
活
用
を

お詫びと訂正
広報７月号に誤りがありました。深くおわび

し、訂正・追加します。申し訳ありませんでした。

●３ページ：税務課　固定資産税班の業務
（誤）地籍調査関係　→（正）地籍管理
●４ページ：用地課　用地班の業務
（追加）地籍調査事業
●11ページ：移動市長室　意見交換会参加者
（誤）城谷雅也　→（正）城谷雅司

市役所　秘書広報課

　今年10月20日現在で、県内21市町の
約1500世帯を対象に「社会生活基本調
査」が行われます。この調査は、国民
の生活時間の配分や自由時間の主な活
動について調査し、国民の社会生活実
態を明らかにするために行います。
　21世紀の住みよい社会づくりのため、
調査のご協力をお願いします。
●調査票の配布・回収
　９月に統計調査員が準備調査を行い
ます。10月上旬から調査対象となる世
帯に調査票を配布し、10月下旬までに
回収します。
●調査内容
①過去の１年間の行動・１日の生活時
間の配分
②インターネットの利用や学習・研究、
スポーツなどの自由時間における主
な活動
●調査の結果利用
　次のような行政施策の基礎資料とし
て利用されます。
①高齢化社会対策
②少子化対策
③男女共同参画社会実現
④生涯学習、スポーツ・レジャーの振興
⑤ボランティア活動の振興
⑥観光行政施策

問い合わせ
長崎県県民生活部
統計課人口生活統計班
1095（895）2225

社会生活基本調査の日社会生活基本調査の日社会生活基本調査の日社会生活基本調査の日社会生活基本調査の日

10 20月 日は



▼
４
年
に
１
度
の
祭
典
、サ
ッ
カ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
わ
り
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
優
勝
と
い
う
結
果
で
の

幕
切
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
ほ

か
に
も
い
ろ
い
ろ
と
印
象
的
な
大
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。み
な
さ
ん
も

寝
不
足
の
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
１
次
リ
ー
グ

敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
日
本

代
表
、監
督
の
交
代
や
中
心
選
手
の

現
役
引
退
な
ど
、ひ
と
つ
の
時
代
が

終
わ
り
を
告
げ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
は

同
時
に
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
も
あ
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
も
新
し
い
監
督
を
迎
え
、

2
0
1
0
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
を

目
指
し
て
、早
速
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
▼

雲
仙
市
に
お
い
て
も
、先
月
号
、今
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、７
月
１
日
に
組
織
再
編
を
行
い
、

新
し
い
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。申
し

遅
れ
ま
し
た
が
、今
回
の
組
織
再
編
に
伴
い
、広
報

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
田
中
と
申
し

ま
す
。新
体
制
の
中
、新
し
い
仕
事
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、不
安
と
と
ま
ど
い
の
毎
日
で
す
が
、み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
づ

く
り
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
「
今
、幸
せ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
て
、「
は
い
」
と

即
答
で
き
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
。「
も

っ
と
こ
う
だ
っ
た
ら
、あ
あ
だ
っ
た
ら
…
」人
間
に
不

平
・
不
満
は
つ
き
も
の
で
、笑
顔
で「
自
分
は
幸
せ

だ
」
と
言
え
る
人
は
、ほ
ん
の
一
握
り
に
も
満
た
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
▼
今
か
ら
61
年
前
、部
隊
へ
送

ら
れ
た
多
く
の
青
年
、そ
し
て
そ
の
帰
り
を
待
つ
家

族
の
祈
り
は
、跡
形
も
な
く
、焼
け
野
原
へ
消
え
た
。

彼
ら
が
最
後
に
見
た
も
の
、信
じ
た
も
の
は
一
体
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
「
幸
せ
」の
基
準
な
ん
て
ど
こ

に
も
な
い
。
ど
う
あ
る
こ
と
が
幸
せ
か
な
ん
て
、結

局
だ
れ
も
知
ら
な
い
の
だ
。で
も
、「
幸
せ
に
な
り

た
い
」
と
思
う
こ
と
は
で
き
る
。そ
の
た
め
に
考
え

た
り
、動
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
そ
れ

こ
そ
が
幸
せ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。「
あ
れ
も
嫌
、こ
れ

も
嫌
」
そ
ん
な
愚
痴
ば
か
り
を
こ
ぼ
し
て
い
る
自

分
に
気
づ
い
た
と
き
、ふ
と
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た

▼
８
月
９
日
・
15
日
は
、戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

を
追
悼
し
、世
界
の
平
和
を
願
っ
て
黙
と
う
を
捧

げ
よ
う
。そ
し
て
、改
め
て
今
の
自
分
を
見
つ
め
直

し
て
み
よ
う
。幸
せ
は
い
つ
だ
っ
て
目
の
前
に
あ
る
。

だ
っ
て
、彼
ら
が
あ
れ
ほ
ど
生
き
た
い
と

願
っ
た
未
来
を
、今
、私
た
ち
は
生
き
て

い
る
の
だ
か
ら
。




